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工研究目的
 胃癌は,我国にむいて,欧米に比し格段に発生率が高(,悪性腫瘍に関する研究対象として,
 従来から重要な役割を果して来た。しかしながら,超微形態的方向からの追求は,新鮮材料を入
 手する事の困難なためもあって,少くとも扱われた症例数の点から言っても,満足すべき結果が
 得られているとはいい難い。著者は,胃癌新鮮手術材料485例の中電子顕微鏡的検索にたえる
 65例を選び,これについて日本病理学会の組織学的分類を勘案しつつ,癌細胞の細胞学的分類
 を行うと共に,胃癌の組織発生に対し,二三の考案を試みた。
 π材料ならびに方法
 材料は全て胃癌患者のGa3七rO七〇mleによって得られた新鮮手術材料65例であり,これ
 をPaladeの固定液で法の如く固定,漸増アセトン系列で脱水後,Eponに包埋。これより得
 られた超薄切片に電子染色を施して,日立Bσ一10型電子顕微鏡で観察した。
 皿研究成績ならびに総括
 A)非癌胃粘膜細胞
 固有胃粘膜構成要素として,被蓋上皮,腺禽部上皮,壁細胞,主細胞,副細胞,銀好性細胞を
 具えるが,担癌胃に於いてはこの他,幽門腕細胞,腸絨毛上皮,杯細胞,バネート細胞等の不規
 則な出貌,分布を認める。著者はこの中,被蓋上皮,腺窩部上皮,壁細胞,主細胞について直接
 観察できたが,爾余の細胞種の同定に関しては,主として文献的記載に頼った。しかし,副細胞,
 幽門腺に関しては信を置くに足る記載がなく,今回はこれに触れる事ができなかった。
 B)胃癌剰鉗月包
 大別して四組とし,出現頻度順に記載すると,D未分化なもの,“)腸上皮に類似のもの,
 1")胃体晋1麺有粘膜に類似のもの,IV)絹平上皮に類似のもの,となる。これらを以下に詳述す
 るとン
 D非癌胃粘膜において,好塩基性高く,未分化と目される細胞群は大別して二群となる。す
 なわち,a)腺窩部上皮:腺窩勘において,遊離のRibosomeを多数胞体内に有する事によっ
 て好塩基性を呈する。b)葺1・田胞の幼若型:主として腺底部にあって粗面小胞体を有する事によ
 って好塩基性を示す。癌細胞においては,線窩鄙上皮に類似するものか圧倒的多数を占める。
 の賜上皮に類似するものは,そ'のプ協欝的指標として刷子縁の存在,杯細胞型,パネート細
 胞型などであり,少くともこの中の一つ以上の所見を認めるものは全例の90%を越える。この
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 中,刷子縁の存在,杯細胞の出現はほとんど必発の所見である。これに対し,バネート細胞の出
 現は一般に極く稀である。組織型との関連をみると,Adenocarcinomapapinare
 には各型共出現頻度が高い。
 ili)胃体部固有粘膜に類似のものの中,最も多いのは被蓋上皮であり,Aaenocarcmo-
 InatubulareA己enocarcinomaacino8u皿に:多くみられる。主細胞には前述のパネ
 ート細胞と区別困難なものが多いので,一括してチモーゲン細胞として扱う。この種の細胞の出
 現聾度は以下の三つに分ける事ができる。すなわち,a)AdenocarcinomapapiU-
 areに多くみられるもので,刷子縁を有する大型淡明細胞の聞に挿入され散在性に認められる
 ものob)・髄様癌の⊥鄙に集団をたし,かつ胞体内に多数の粗面小胞体を有するもの。c)硬癌
 で癌細胞が単離状に存在する場合,粘液を有する印環細胞を除いたほとんど全ての細胞。これに
 対し,壁細胞を模すものは稀で,僅かに不全型の胞体内分泌細管を有するものを認めたに過ぎな
 い。銀好性細胞に類似のものは観察する事ができなかった。
 lV)扁平上皮様の形態をとるもの。今回の検索材料では全て腺類癌であった。電顕的にDe3-
 mOsomeの高度の発達と多量のKeratOhyalineの出現,の両者を兼ね具えたものの組織
 像を規準として全例を再検索した所,それまでに光学顕微鏡的に診断のついた4例の他に未分化
 腺癌の中から6例をつけ加える事が出来た。最終的には全例の♀4易を占める。注目すべき事と
 して,腺類癌で単純癌様に集団を作る部分の癌細胞は小器官構成が最も単純である。このことか
 ら,線上皮が一旦その性格を失うまでに未分化左状態となり,一転して扁平上皮側の分化を遂げ
 たものが線類癌であると考えられた。今回見出された腺類癌の発生部位が全て胃体部から幽門部
 にわたるものでめり,噴門鄙には一例も左かつた。この事実からも,これが本来の.扁平上皮から
 発生したものではないと考えられ,上述の発生機転を裏付ける事ができる。
 以上の癌細胞の詩型は,時に同種のものが集合し,或いは一個体の癌でそれが或る程度の・優位
 を占める事はあっても,一種類、の細胞型からなる胃癌は一例もなかった。すたわち,同一個体に
 おいて,癌細胞は各種の方向の分化を遂げ,しかも,脇士皮様分化の傾向が顕'著であった。この
 事実は非癌胃粘膜構成細胞か夫々に癌化した結果と理解するよりは,一旦癌化した後,夫々の形
 に分化を遂げたと考えるのが妥当である。次に腸上皮様細胞の高頻度出現の意義に関しては,刷
 子縁を有し,糀細胞を伴うという形態が多くの湶組織の導管部分に共通した,いわば,腺構造と
 して最も単純,低分化の形であって,胃癌組織がその進展の途上で,腺として最{野良の形態的表
 示を行っているものと理解できるであろう。この現象は単に胃癌に限るものでは煎(ようであり,
 文献的にも,実験的肝癌において,癌組織中に腸上皮化生を認めたという報告がある。
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 審査結果の要旨
 悪性腫瘤の電子顕微鏡的研究の究極の目標は,」(うヰでも攻く癌化の機転の解明にあり,胃癌
 の場合も,従来の光学レベノレの研究によって未解決であった組織発生に興味がもたれる。しかる
 に,胃粘膜を構嘆ずる細胞は,その同定に未確定こっきころがあり,年令的ないし生理的な変化等の
 重畳もあるので,癌細胞の由来をもとめるさレ・も色々州題の多い処である。胃藻は光学顕微締レ
 ベルにむいても多彩な組織像を呈ずるところがら,その招微細構造の解析には,組織学的レベル
 での所見との関連が充分に考慮されなけ九ばなら竣い。
 本研究に語いて匠,65例にむヱぶ電子顕微鏡用の・師書簡特に胃切開に工って採取して所鼻.上
 の正確を期している。謡た,微細構造と対比のた'わの光堂顕微鏡的方法として,435例の材料
 からえられた:切片に1,Mowryのa!cia自blue-P毘S軸よびMaSson-Goldnerの
 もricbrO皿染絹の5孟染色を施行して細胞唾の同定を行左つた。このエうな方法で,対照と
 した胃粘膜細胞と比較した結製,胃癌の示十i細微形皇勒ひ土,(∫)渠分・化主もの,(ゑ)陽上皮に類似飛
 もの,③冑固有粘膜に類似なもの,¢扁平上皮匿顕蟹の番、の等が認めら乾,粗織単1物レベルつそ
 れと一様極めて多元的である。しかし,本研究の成績によね,これ.らの癌細胞が必ずしも,そナ1
 らの細胞に由来すると使いい難いことが明らかとたった。ずなわち,進展した癌組織にむいてみ
 られ、る個々の細胞は寺趣D4{1餐のいづれかに帰姦させられるが,形態学的所見は必ずしもその誉牛
 母地を意味ずるとは1駁らない。癌細胞が増殖の途次に壌堵適応性を示した結果であることも示唆
 された。著者は,癌イヒの可能性の高い細胞とし矯繍部上皮をあげ,特に被蓋上皮細胞の分泌顆粒
 を少量もつ胃底腺窺部.卜皮と,幽門腺綱胸と同じ分泌顆粒をもつ幽門洞都の腺脚部上皮に注目し
 た。
 この研究報告は,光学顕微鏡から,電子顕微鏡にわたる広い角度から胃潟を追求したものでち
 り,胃癌細胞の微細構造上の特徴を明らかにしただけで友く,今後の胃癌の組織発生堂的研究に
 寄与するところ甚だ大であり,単位論文に値するものと認める。
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